防災説明会議事メモ
平成27年6月20日
開催日時：平成27年6月20（土）　10時00分～11時45分
会　　場：バームハイツ西葛西　バームルーム
出 席 者：（以下、敬称略）
101塩瀬、109佐々木、118中平管理人、211萩原、213石川、303青木、403白鳥、414関根、416小野、417田村、605村上、712福岡、801酒井、901中久木、906星野、911福本、1105鹿毛、1304大坂、115河本（書記）

1． 説明会をはじめるにあたって（関根）
４人一組のチームに分かれ、防災説明会参加にあたっての各自の考えなどを各チーム内で意見交換していただく。

2． バームハイツ西葛西防災についての説明（河本）
マニュアルをもとに説明。
「５．震災時の自主防災活動」については、持ち帰りご確認いただき、気づいた点はご連絡ください。連絡先は管理人もしくは１１５河本まで。

3． [bookmark: _GoBack]質疑応答
①災害時不在連絡について
　災害時に旅行をしているなど自宅を不在にしている場合は、管理人さんに電話するなど連絡先を決めておく必要があるのでは。（田村）

②広報について
・バームルームの場所を知らない人がいる。（中平）
・無関心な方が多い。広報が必要。（青木）
・災害のときは避難するよりもマンションに留まったほうが安全という１ページでの広報をまとめては。（酒井）

③備品について
・名簿や備品は、１ヶ所ではなくバックアップの意味でも複数の場所に必要ではないか。（青木）
・個々の問題が多い。簡易トイレを準備している人は少ないと考える。徐々に意識を高める必要がある。意識を高めるためにチェックリストを配布してはどうか（福岡）
　→自助が基本であるため防災備品については紹介を考えたい。（関根）
・行政は物資を持ってきてはくれない。指定避難所に取りに行く必要がある。（酒井）
・リヤカーは必要ではないか。（田村）
・一輪車はパンクしていて使えない。（中平）

④給水・排水について
・受水槽の有効利用はどうするか。ポンプで上げられるか仕組みがわからない。（星野）
・雑配水管と排水管は別である。それぞれどうするかを検討が必要では。（田村）
・直結方式は考えているか（田村）
　→修繕委員会で検討している（関根）
　→貯水量は、受水槽　90トン、高架水槽　30トン（酒井）
・水道・ガス・電気などの設備内容を知る必要がある。長谷工から説明を受けては（石川）
・高架水槽が落ちる事はあるか。（福岡）
　→高架水槽は大丈夫でも、配管が壊れる可能性が大きい。
　→高架水槽が落ちる場合は、マンション自体が崩壊していると考える。
　→マニュアルは高架水槽がある状態を想定している。（河本）

⑤居住者名簿
　提出していただいた居住者名簿に全員が書かれていないことがある。（中平）
　→居住者の変更のときに出していただくことになっている。（関根）
　→あくまでも自己申告になっているので強制力がどこまで効かせられるか（河本）

⑥マニュアルについて
　本マニュアルは配るのか？（青木）
　→理事会とも相談になるが、全戸に配布予定。（河本）
　→消火栓ボックスに入れておくことも一案（関根）

⑦ステッカーについて
　ステッカーは新しく作るか。以前配布したマグネットのステッカーは？（中久木）
　→以前配布しているマグネットステッカーは使わず、本マニュアルの紙を利用していただく。（河本）

　本日いただいたご意見については、防災委員会にて検討の上、マニュアルに反映いたします。（河本）
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